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昨年の様子

　「アート・ブランケット」とは、葛飾北斎作「神
奈川沖浪裏」やフィンセント・ファン・ゴッホ作「夜
のカフェテラス」など、世界的にも有名な絵画が
色鮮やかにプリントされた PR用の毛布です。
　昨年度に続き 2 度目の開催となる「アート・ブ
ランケット展」ですが、泉大津市が誇るプリント
技術を駆使したアート・ブランケットは本物の絵
画にも劣らない重厚な存在感を醸し出しており、
前回も多くの旅行客の目を惹きました。関西国際
空港にお立ち寄りの際は、「芸術としての毛布」を
ご鑑賞ください。

［開催期間］1 月 14 日㈭～ 20 日㈬終日　※20 日は午後４
時まで　［場所］関西国際空港　第 1 ターミナルビル 2 階
中央 KIX ギャラリー　［問合］地域経済課（☎51・7651）

［募集期間］1 月 7 日㈭～ 31 日㈰　［案閲覧・提出場所］ 市ホームページ、情報公開コーナー（市役所１、４階）、教
育総務課窓口、南・北公民館、図書館、市民会館、総合体育館、勤労青少年ホーム、織編館、池上曽根弥生学習館　　［提
出方法］住所、氏名、ご意見を記入のうえ、上記提出場所まで持参、郵送、ファクス、メールのいずれかで提出　　［宛先］
▷郵送…〒595-8686（住所記載不要）　泉大津市役所 教育総務課　▷ファクス… 33・0670　▷メール…
kyouiku@city.izumiotsu.osaka.jp　　［問合］教育総務課（市役所３階）

［募集期間］12 月 25 日㈮～平成 28 年１月 29 日㈮　　［案閲覧・提出場所］ 市ホームページ、情報公開コーナー（市
役所１、４階）、土木課窓口、南・北公民館、図書館、市民会館、総合体育館、勤労青少年ホーム、織編館　　［提出方法］
ご意見を記入のうえ、上記提出場所まで持参、郵送、ファクス、メールのいずれかで提出　　［宛先］▷郵送…
〒595-8686（住 所 記 載 不 要）　泉 大 津 市 役 所 土 木 課　▷フ ァ ク ス … 22・6040　▷メ ー ル …
doboku@city.izumiotsu.osaka.jp　　［問合］土木課（市役所２階 22 番窓口）

アートブランケット展の概要

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 実 施

「パブリックコメント」とは、市が計画などを策定する際に、
計画をよりよいものとするため、市民の皆さまなどのご意見を公募する制度です。

提出されるご意見の様式は問いませんが、電話での受け付けはできませんのでご注意ください。

教育振興基本計画（案）

泉大津市の教育の方向性を示す基本計画です

南海本線高架下に設置する駐輪場の管理運営のための条例案です

自転車等駐車場条例（案）骨子

市の計画案にご意見をお聞かせください

シティプロモーション活動
「いずみおおつ」を全国に！

シティプロモーションとは、まちの魅力を内外に広めるための一連の活動を指し、まちとしてのブランド力を高め、市民・企
業に愛されるまちづくりを進めることを目的として行っています。本市のシティプロモーション活動を不定期で掲載します。

アートブランケット展 を開催します
１月 14 日㈭～20 日㈬　関空に遊びに来てね！
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金年民国！

れさ付送が」票収徴泉源の等金
せら知おをどな額税得所たれさ
れわ払支てしと分年72成平
どな金年民国、険保金年生厚に
すまれさ付送が票収徴泉源らか

）口窓番６階１所役市（課金
あが度制除免料険保のどな）満未　

　

　

 
　

　 　

　

　

　

　

　

　
　

　 　

  

  

 
 

。すまれ
成平「るすせ
金の金年たれ
受を金年のど

。すまりあ　

　

　

 
　

　 　

　

　

　

　

　

　
　

　 　

  

  

 
 

付納生学「は合場
。いさだくてし出
付送で筒封用信返
類書のき続手入加

　

　

　

 
　

　 　

　

　

　

　

　

　
　

　 　

  

  

 
 

年若「、）みの生学（」度制例特付
い払支の料険保くな少が入収。
の課金年険保所役市、かるす付
類書のそ。すまき届で送郵が類

　

　

　

 
　

　 　

　

　

　

　

　

　
　

　 　

  

  

 
 

）0097
金年本日合問
な類書付添の際
の等金年的公

猶付納者年
な難困がい
提へ口窓の
の封同を類

　

　

　

 
　

　 　

　

　

　

　

　

　
　

　 　

  

  

 
 

☎（所務事金年西堺構機金
。すで要必にどな

のどな税得所、は票収徴泉源の

　

　

　

 
　

　 　

　

　

　

　

　

　
　

　 　

  

  

 
 

・342・270☎

の告申定確の

　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

  

況況

豊心で康健：姿すざめ

1
性

状状病病疾疾たた見見ららかか療療 ）医療費から見た 病病状況

診診受受のの診診健健特特定健診の受診率

割の者当該ボタメ
の者診受診健定特■

%591
％4.91

.
%6.91 女

性男

歳94
～54
歳44
～04 ％5.61

率診受別齢年診健定特：２図■

分療診月５年62成平（病疾た見に順費療医：１図■

番６階１所役市（課金年険保］合問［

診受健定特特

たしで％743は率診受し診受が
人693,4中人386,2万1者象対、は
率診受の診健定特の度年62成平

状病疾疾療医
」康健「の民市津大泉

た見らか業事険保康健民国

。）りよ費療医の分療診月５年62成平（す
まいてっなく多が病慣習活生るすと心中
を病疾の系器環循のどな中卒脳や病臓心
に特、はに者入加険保康健民国の市本

。すまいてっなと円177,9
万53、は費療医のりたあ人一者険保被
、で円460,4万882,4億07、は費療医の度
年62成平るかかに険保康健民国の市本

％11他のそ⑪

％4どな病ーマイ
ハツルア、病ンソンキーパ⑩

％5
どな障内白⑨

％5どな病
疾の腸指二十びよお胃⑧

％5
どな邪風・くそんぜ⑦

％8
どな病疾腺状甲・病尿糖⑥

％8
・患疾の臓腎⑤

％9
失合統④

％9
症節関③

％51
なんが②

％12
病臓心①　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

  

タメ

ちまるせら暮にか豊

当該ボタ

合割
の

）口窓番

どな炎胱膀

どな症調失

どな痛経神・症

どな

どな中卒脳・

病
慣
習
活
生

…　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

  

％
８

8
%

7

0301 02 040

６

８

３

5

％ ）人

）
）

効効ののそそとと用用利利のの導導健健保保特特 保保健指導の利用率とその効果

合割の者用利の導指健保定特■

歳47
～07
歳96
～56

%5.91

%
9
5.32

％7.81

83

7

2

3

％6.13
2.43

％9.42
歳45
～05

歳46
～06
歳95
～55

歳94

効のの導指健保定定特特

。たしまれ
が果効の善改ボタメに人の％2.97、とる見を果結診受の人42たし診受を診
特にでま末月01年今、ちうの人たし了終を導指健保定特の度年52成平

。たしで％3.12は率
（用利のそ、し用利が人401、中884者象対、は導指健保定特う行てし
人たれさ定判とい高が性険危の病慣習活生、果結の診健定特度年62成平

。すまりなにとこるいてし当該が人
１に人6.3、で％9.72、は合割の人る
す当該に群備予ボタメびよおボタメ
、とる見を果結の診健定特、たま

。すま
いてし加増トンイポ9.3りよ度年昨
。たしで％7.43は率診受、し診受が

援支的極積…

%51

%02

%03

%52 ３

･･ 1122
％
６６

％

･ 5222

６

･

８
01

％
１

･ 9８ 911
％
８

･･

％

222

８

･

４
11 ％

８％

･

８
41

８

･ 61

％
４

･ 01

援支け付機動…
計…

%06

%08

人71（
%8.07

人51（
%5.26

1 ３（%5.21%001

比の人42たし診受を診健定特後了終用利
うの者用利導指健保定特度年52成平※

化変の定判ボタメ
の者用利の導指健保定特■

　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

  

0 05

人

人4

171,3

964
人657

％7.8
%9.24

%3.54

％8.7
%5.93

%

　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

  

メ

7
非

1
メ

人

％1.27
当該非

％7.01
群備予ボタメ

％2.71
当該ボタ

　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

  

！

らみが
健定特

）了終（
対に人

大果効に善改ボタメ

！を用利ご
の導指健保定特

。いさだく加参ごひ
ぜ、は人たい届が知通内案の
導指健保定特。すまいてれ表
に著顕が果効善改ボタメ、と
る見を績実の導指健保定特

い
つ
に
を
当
弁
、
や
法
的
果
効

較比
、ちう

　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

  

％

）

）

）

） ）
後了終用利前用利度年62H度年52H度年42H

%0

%5

%01
％ ％

当該非…

%04

%02

%0 人5（
%8.02
人2（%3.8

人51（

人6（
%52

群備予ボタメ… 者当該ボタメ…

　

　

　

　

　

　

　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

  

す
ま
べ
学
も
て
い

事
食
ら
が
な
い
わ
味
を

お
の
り
作
手
士
養
栄

方
グ
ン
キ
ー
ォ
ウ
な
的
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宅
は書込申居入

住営市

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

者
92～㈫日21月1

居入の宅

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

ま
付配に㈮日9

し集募を

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

すま

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 住

場
市

集募■

田二

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 表

格
宅

覧一宅

建階５造ＣＲ戸
規数

6

る

戸所
住営

す集募回今、たま
し集募を者居入の家
っ困に宅住、はで市

宅住営市

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

無
エ槽

無
浴室

Ｋ
浴式

Ｄ2建
型宅住

で募応は方の身単、は宅住る
入収、はにみ込し申。すまし
たの人い低の得所るいてっ

者居入の宅

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

無
ー

可
ターベレエ 類

不

だ

猫犬

く意注ごでのんせまきで
まりあが限制のどな準基入
宅住営市りおとの次、にめ

まし集募を

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

。いさだ
。すま
きあの宅

すま

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

賃

市

集募

町原河
市松助
市取虫
市田二

家

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

建宅

細詳の

階21造ＣＲ
建階５造ＣＲ
建階５造ＣＲ
建階５造ＣＲ

戸3
戸4
戸3
戸6

い

住営市
宅住営
宅住営
宅住営

なが槽浴がるあは室浴
と棟住るあがスーペス室浴※

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

有
無
無
無

有
有
無/有

無

ＫＤ2
ＫＤ3
ＫＤ2
ＫＤ2

建
建
建
建

費益共賃家⑤

※

備設のどな釡呂風・槽浴、は宅住い
るす択選を棟住、りあが棟住いなと

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

有
無
無
無

可不
可不
可不
可不

人るえ払支を費

担負者居入は置設
。んせまきではとこ

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

びよお者込申①
。いさだく認
後、はどな格資
の次格資込申

定改
定規の等令法②
円008,8額月
賃家の時居入①

賃家

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

力暴が人るすとうよし居同び

おしのみ込申「るす付配日後
のそ。人るいてした満を件条の

応に入収の者居入きづ基に定
定決で囲範の円008,5万４～円
）得所（入収の員全者居入、は賃

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

所場付配書込申
1時5後午～分
間期付配書込申
1。送郵で筒封
定所法方込申
るいが人証保⑦

人いな
住営市に去過⑥
費益共・賃家⑤

よに員団力

確ごを」り
いし詳他の

度年毎てじ

、きづ基に

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

課策政りくづちま所
）く除を日曜日・土（分51
午㈮日92～㈫日21月1間

効有印消㈮日92月
入記を項事要必に書込申の定

人る

納滞の税市、や用使正不の宅住
人るえ払支を費

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

54時８前午

の定所、し

いてしを納

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

人
るいてしを録
本のみ込し申④
に宅住、在現③
適に準基入収②
力暴るす定規
為行な当不る
びよお者込申①

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

務勤に内市津大泉はたま。人る
か、し住居に内市津大泉が人本

人るいてっ困に
人るす合適
人いなで員団力

条２第律法るす関に等止防の為
力暴、が人るすとうよし居同び

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

）口窓
くづちま合問
月４期時居入

考選を者居入
議会202階2
略概の法方考選
所場付配書込申

るいてし務
登民住つか

に号６第条
よに員団力

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

ちまぐ継引
さし優とさすやみ住：姿すざめ

所役市（係宅住築建課策政りく
）定予（㈮日１月

格資、後のそ。選抽開公で室議
時01前午㈮日91月２略

課策政りくづちま所

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

とへ代世次を

番32階２所

い行を査審
所役市らか

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

、てしと
は季冬

節
　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

り限な能可を度温定設の房暖
大が量費消力電き続に季夏、

に電節
　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

いてっ使、やとこるすに℃02
ので庭家。すで節季るえ増に幅

願おを力協ごに

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

を明照いな
策対電節の

。すましい願

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

!FFO

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

合問［。すましい願おを力協ごと解理
でとこるす化DEL、とこす消にめまこ

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

に来未り守を境環な近身：姿すざめ

）口窓番12階２所役市（課境環］合
ごのんさ皆の民市。すまりがなつに電節で

　　　　　

 
　

　

　

  

　

　 　

　
　 　

　
　

　 　
 

ちまるがなつに

めざす姿：人と企業が集まりアイデアと活気あふれるまち

●
１
月
24
日
㈰　
「
ス
ポ
ー
ツ
も
・

子
育
て
も
・
社
会
活
動
も
〜
複
線
人

生
の
す
す
め
」　
奥
野
史
子
氏
（
バ

ル
セ
ロ
ナ
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
、
ス

ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）　
▽
午

後
２
時
〜
３
時
30
分
（
１
時
開
場
）

▽
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪　
▽
一
時
保
育

は
１
月
８
日
㈮
ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ

昭
和
47
年
京
都
市

生
ま
れ
。
同
志
社

大
学
大
学
院
修
了
。

４
歳
の
と
き
、
二
人
の
姉
の
影
響
で

水
泳
を
始
め
、
小
学
１
年
か
ら
シ
ン

ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
を
習
い

始
め
ま
し
た
。「
キ
ラ
キ
ラ
の
水
着

に
き
れ
い
な
お
化
粧
。
華
や
か
な
世

界
に
あ
こ
が
れ
た
」
そ
う
で
す
。

　
中
学
生
の
と
き
か
ら
、
大
阪
の
井

村
シ
ン
ク
ロ
ク
ラ
ブ
に
通
い
、
シ
ン

ク
ロ
日
本
代
表
コ
ー
チ
の
井
村
雅
代

氏
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
中
学
２

年
の
と
き
、
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー

ド
で
開
か
れ
た
国
際
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

で
優
勝
。
高
校
は
大
阪
に
あ
る
四
天

王
寺
高
校
に
入
学
。
日
曜
を
除
い
て

毎
日
夜
９
時
ご
ろ
ま
で
の
猛
練
習
。

「
勉
強
は
学
校
行
き
帰
り
の
京
阪
特

急
の
中
が
主
だ
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

当
時
の
練
習
に
つ
い
て
「
井
村
先
生

は
厳
し
い
先
生
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
精
神
論
だ
け
で
な
く
、
科
学
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
併
せ
行
っ
て
い

ま
し
た
。
練
習
が
い
や
や
な
ぁ
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
体
は
ち
ゃ

ん
と
動
か
し
て
い
ま
し
た
」
と
、
自

分
に
負
け
な
か
っ
た
生
活
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
平
成
４
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
で
ソ

ロ
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
。
２
年
後
の
世
界
選
手
権
ロ
ー
マ

大
会
で
は
、
ソ
ロ
で
日
本
人
選
手
初

の
銀
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。

　
現
役
引
退
後
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
歯

切
れ
の
よ
い
ス
ポ
ー
ツ
評
論
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
、
陸
上
競

技
選
手
の
朝
原
宣
治
氏
（
北
京
五
輪

４×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
の
銅
メ
ダ
リ

ス
ト
）
と
結
婚
し
、
現
在
３
児
の
母
。

11
月
22
日
の
「
い
い
夫
婦
の
日
」
に

「
パ
ー
ト
ナ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」

を
受
賞
し
た
こ
と
も
。
元
文
科
省
中

央
教
育
審
議
会
委
員
を
務
め
、
現
在

も
京
都
市
教
育
委
員
、
日
本
水
泳
連

盟
ア
ス
リ
ー
ト
委
員
な
ど
多
く
の
役

職
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
奥
野
さ
ん
は
「
日
本
人
選
手
は
小

柄
で
不
利
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
逆

に
武
器
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

同
調
性
や
技
術
力
、
表
現
力
な
ど
き

め
細
か
な
と
こ
ろ
は
ひ
け
を
と
り
ま

せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
、
や
っ
て
み
る

こ
と
。
や
っ
て
み
る
と
世
界
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
」
と
強
調
し
て
い
ま

す
。

五輪メダリストに学ぶ！
仕事と家庭の両立を図るには

テレビなどで活躍の元シンクロ選手・奥野史子氏

バルセロナ五輪で二つの銅メダルを獲得し、世界選手権ローマ大会ではソロで日
本人初の銀メダルに輝いた奥野史子さん。現在３児の母。スポーツコメンテーター
として多忙な日々を送っています。現役時代の厳しい練習や仕事と家庭の両立に
ついて語ります。入場無料。南海電鉄後援。問合　秘書広報課（市役所４階）

写
真
／
１
９
９
４
年
世
界
選
手
権
で
芸
術
点
10
点
満
点
を
出
し
、
銀
メ
ダ
ル
に
輝
く
（
写
真
提
供
／
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ボ
イ
ス
）
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新着本や、図書館からのお知らせを掲載します。
図書館だよりWe       books!

● 開館時間 → 午前 9時 30 分～午後 7時
　（土・日曜日、休日は午後 5時まで）

● 問合 → ☎３２・０５６２

● 私的読食録 ( 堀江敏幸，角田光代 )
　『dancyu』の好評連載「私的読食録」を書籍化。
2007 年 4 月号～ 2015 年 7 月号に掲載された 100
本の書評エッセイを収録。堀江敏幸 × 角田光代
100回記念対談も掲載。〔一般書〕
● 大阪建築 (倉方俊輔，柴崎友香）
　建築史家の倉方俊輔と、大阪府生まれの芥川賞
作家、柴崎友香による大阪建築ガイド。近代建築
がひしめく中之島・西天満・北浜、いつの時代も
開発最前線の梅田、癖のある個性派が集う天王寺
などを会話しながら案内する。〔一般書〕
● 2 分の 1成人式　（中学年）（井上林子）
　学校で配られた「2 分の 1 成人式　文集ノート」。
「将来のゆめ」「二十才の自分へ」　なんて、いったい、
なにを書いたらいいんだろう？ 2 分の 1 成人式に

なやむ小学 4年生の女の子・ユメの物語。〔児童書〕
● 日本の神さま　（低学年，中学年）　（学研）
　お話＋図鑑で昔話の楽しさ 2倍！「七福神」「福
の神」「雷神」など、オールカラーのイラスト付
きですらすら読める神さまのお話と、神さまの特
徴や弱点がわかる図鑑を収録します。〔児童書〕
● ジンベエザメのはこびかた（松橋利光）　
　水族館の魚は、どこからきたの？　小さい魚な
ら、バケツや車ではこべる。でも、世界一大きな
魚をはこぶとしたら…。世界一大きな魚ジンベエ
ザメを、高知の海から大阪・海遊館まではこぶよ
うすを取材した写真絵本。〔絵本〕
● つんつくせんせいとかさじぞう（たかどの　
ほうこ）　「かさじぞう」のお話をまねして、お地
蔵さんたちに笠をつくってあげたつんつく園のみ
んな。ところが、お礼にきたお地蔵さんたちは、
つんつく園を素通りしてしまい…。〔絵本〕

● 映画会
〔日時〕2 月 6 日㈯　午後 2 時
～（63 分）
〔作品〕「アニメコレクション
～ミッキーの芝居見物～ほ
か」
● おはなし会
〔日時〕1 月 16 日㈯　午後３
時～（約 30 分）
● 赤ちゃんのためのおはなし会
〔日時〕2 月 4 日㈭　午前 11
時～（約 60 分）　

新しく入った本New Books イベント情報Events
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